
(57)【要約】

【課題】本発明は治工具を必要とせずかつ内輪を特殊加

工することなく、サークリップをサークリップ溝内で偏

りなく位置決めできる等速自在継手のシャフト抜け防止

構造を提供する。

【解決手段】本発明のシャフト抜け防止構造は、サーク

リップ１０を嵌入するためシャフト１１に形成した環状

のサークリップ溝３０に、サークリップ１０の半径方向

の偏りを規制する規制部を形成した。この規制部はサー

クリップ溝３０の底部３０ｃに隣接するテーパ面３０ｂ

又は環状段部３０ｅで構成することができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 等 速 自 在 継 手 の 内 輪 の 挿 入 孔 に 挿 入 し た シ ャ フ ト を 弾 性 的 に 拡 縮 可 能 な サ ー ク リ ッ プ に
よ り 抜 け 止 め す る シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 で あ っ て 、
　 内 輪 挿 入 孔 の サ ー ク リ ッ プ 自 然 径 よ り 小 径 の 最 小 内 径 部 に 隣 接 形 成 し た 拡 径 段 部 と 、
　 サ ー ク リ ッ プ を 嵌 入 す る た め シ ャ フ ト に 形 成 し た 環 状 の サ ー ク リ ッ プ 溝 と 、
　 サ ー ク リ ッ プ 溝 の 相 対 向 す る 一 対 の 内 側 面 の う ち の シ ャ フ ト 先 端 側 の 内 側 面 に 形 成 さ れ
て シ ャ フ ト の 軸 線 と 垂 直 を 成 す 環 状 垂 直 平 面 で あ っ て サ ー ク リ ッ プ 自 然 径 の 外 径 よ り 小 径
の 環 状 垂 直 平 面 と 、
　 環 状 垂 直 平 面 と サ ー ク リ ッ プ 溝 の 底 部 と の 間 に あ っ て サ ー ク リ ッ プ の 半 径 方 向 の 偏 り を
規 制 す る 規 制 部 と を 有 し 、
　 シ ャ フ ト の サ ー ク リ ッ プ 溝 に 嵌 入 し た サ ー ク リ ッ プ を 弾 性 的 に 縮 径 さ せ た 状 態 で シ ャ フ
ト を 内 輪 挿 入 孔 に 挿 入 す る と と も に 、 サ ー ク リ ッ プ が 内 輪 の 最 小 内 径 部 を 通 過 し て 内 輪 の
拡 径 段 部 で 拡 径 す る こ と に よ り シ ャ フ ト を 抜 け 止 め す る こ と を 特 徴 と す る シ ャ フ ト 抜 け 防
止 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 規 制 部 を 、 環 状 垂 直 平 面 か ら 立 ち 上 が っ た テ ー パ 面 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 規 制 部 を 、 環 状 垂 直 平 面 か ら 立 ち 上 が っ た 環 状 段 部 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 シ ャ フ ト 中 心 線 に 対 す る テ ー パ 面 の 傾 斜 角 を α と し 、 拡 径 段 部 の 傾 斜 角 を β と し た と き
、 ０ ° ≦ （ β － α ） ≦ １ ９ ° に 設 定 す る こ と に よ り シ ャ フ ト を 引 き 抜 き 不 能 に し た こ と を
特 徴 と す る シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 シ ャ フ ト 中 心 線 に 対 す る テ ー パ 面 の 傾 斜 角 を α と し 、 拡 径 段 部 の 傾 斜 角 を β と し た と き
、 １ ９ ° ＜ （ β － α ） に 設 定 す る こ と に よ り 、 シ ャ フ ト に 所 定 値 以 上 の 引 抜 力 を 付 与 し て
シ ャ フ ト を 引 き 抜 き 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 サ ー ク リ ッ プ が 内 輪 の 拡 径 段 部 で 拡 径 し た 状 態 で シ ャ フ ト の 環 状 垂 直 平 面 に 当 接 可 能 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 等 速 自 在 継 手 の 内 輪 の 挿 入 孔 に 挿 入 し た シ ャ フ ト を 弾 性 的 に 拡 縮 可 能 な サ ー ク リ ッ プ に
よ り 抜 け 止 め す る シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 で あ っ て 、
　 内 輪 挿 入 孔 の サ ー ク リ ッ プ 自 然 径 よ り 小 径 の 最 小 内 径 部 に 隣 接 形 成 し た 拡 径 段 部 と 、
　 サ ー ク リ ッ プ を 嵌 入 す る た め シ ャ フ ト に 形 成 し た 環 状 の サ ー ク リ ッ プ 溝 と 、
　 サ ー ク リ ッ プ 溝 の 相 対 向 す る 一 対 の 内 側 面 の う ち の シ ャ フ ト 先 端 側 の 内 側 面 に 形 成 さ れ
て シ ャ フ ト の 軸 線 と 垂 直 を 成 す 環 状 垂 直 平 面 で あ っ て サ ー ク リ ッ プ 自 然 径 の 外 径 よ り 小 径
の 環 状 垂 直 平 面 と 、
　 環 状 垂 直 平 面 と サ ー ク リ ッ プ 溝 の 底 部 と の 間 に あ っ て サ ー ク リ ッ プ の 半 径 方 向 の 偏 り を
規 制 す る 規 制 部 と を 有 し 、
　 シ ャ フ ト の サ ー ク リ ッ プ 溝 に 嵌 入 し た サ ー ク リ ッ プ を 弾 性 的 に 縮 径 さ せ た 状 態 で シ ャ フ
ト を 内 輪 挿 入 孔 に 挿 入 す る と と も に 、 サ ー ク リ ッ プ が 内 輪 の 最 小 内 径 部 を 通 過 し て 内 輪 の
拡 径 段 部 で 拡 径 す る こ と に よ り シ ャ フ ト を 抜 け 止 め す る こ と を 特 徴 と す る シ ャ フ ト 抜 け 防
止 構 造 に お い て 、
　 サ ー ク リ ッ プ 溝 に サ ー ク リ ッ プ を 嵌 入 し た シ ャ フ ト を 挿 入 側 端 部 を 下 端 に し て 垂 直 に し
た 状 態 で 内 輪 の 挿 入 孔 に 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 等 速 自 在 継 手 の シ ャ フ ト 挿 入 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 等 速 自 在 継 手 の 内 輪 に 挿 入 さ れ た シ ャ フ ト を 弾 性 的 に 拡 縮 可 能 な サ ー ク リ ッ プ
に よ っ て 抜 け 止 め し た シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 の 駆 動 系 等 に 組 み 込 む 等 速 自 在 継 手 に お い て は 、 ブ ー ツ 交 換 等 の 整 備 工 数 の 簡 素
化 を 目 的 に 、 継 手 内 部 部 品 と シ ャ フ ト と を 分 解 可 能 に 嵌 合 さ せ た 抜 け 止 め 構 造 が 従 来 か ら
採 用 さ れ て い る 。 例 え ば 固 定 式 等 速 自 在 継 手 で は ス プ ラ イ ン 嵌 合 さ れ た 内 輪 と シ ャ フ ト が
丸 サ ー ク リ ッ プ で 抜 け 止 め さ れ て い る 。 こ の タ イ プ の 抜 止 め 構 造 の 場 合 、 丸 サ ー ク リ ッ プ
は 予 め シ ャ フ ト の サ ー ク リ ッ プ 溝 に 装 着 さ れ る 。 内 輪 に 対 し て サ ー ク リ ッ プ 付 き シ ャ フ ト
を 組 み 込 む 時 は 、 サ ー ク リ ッ プ が 内 輪 ス プ ラ イ ン 小 径 部 を 縮 径 状 態 で 通 過 し 、 所 定 の 位 置
に て 拡 径 す る こ と に よ り 、 内 輪 を 抜 け 止 め す る 構 造 と な っ て い る 。 そ し て 、 シ ャ フ ト を 引
き 抜 く 際 に 内 輪 の サ ー ク リ ッ プ と 干 渉 す る 当 接 面 に 角 度 を 設 け て 、 サ ー ク リ ッ プ と の 干 渉
力 の 分 力 に よ り サ ー ク リ ッ プ を 縮 径 さ せ て 嵌 合 を 外 す 仕 組 み に し て い る （ 特 許 文 献 １ 、 特
許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ８ － ６ ８ ４ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 公 昭 ６ ４ － ５ １ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ３ １ ８ ８ ０ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 述 の よ う に サ ー ク リ ッ プ が 内 輪 ス プ ラ イ ン 小 径 部 を 縮 径 状 態 で 通 過 可 能 と す る た め に
は 、 シ ャ フ ト の サ ー ク リ ッ プ 溝 深 さ を サ ー ク リ ッ プ の 縮 径 を 許 容 す る 深 さ に 設 定 す る 必 要
が あ る 。 つ ま り 、 サ ー ク リ ッ プ 自 然 径 時 の 内 径 に 対 し て サ ー ク リ ッ プ 溝 底 径 は 小 さ く 設 定
す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 こ の よ う に サ ー ク リ ッ プ 溝 底 径 を 小 さ く 設 定 す る と 、 シ ャ フ ト
に サ ー ク リ ッ プ を 装 着 し た 状 態 で サ ー ク リ ッ プ が シ ャ フ ト 溝 内 で 半 径 方 向 に 位 置 ず れ し や
す く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ が シ ャ フ ト １ １ の サ ー ク リ ッ プ 溝 １ ２ 内 で 位 置 ず れ し た 場 合
の 不 具 合 を 示 す 。 シ ャ フ ト １ １ を 垂 直 に 立 て て サ ー ク リ ッ プ １ ０ を サ ー ク リ ッ プ 溝 １ ２ 内
で 偏 り の な い 状 態 で 嵌 入 し 、 そ の ま ま 内 輪 １ ３ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ 内 に 挿 入 す る 際 、 サ ー
ク リ ッ プ １ ０ が 不 測 に シ ャ フ ト １ １ 中 心 か ら 偏 る と 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 外 径 か ら 下 ろ し
た 垂 線 Ｖ が 内 輪 １ ３ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ か ら は み 出 す 。 こ の 状 態 で シ ャ フ ト １ １ を 内 輪 ス
プ ラ イ ン 孔 １ ４ に 挿 入 す る と 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ の 縁 に 噛 み 込 ん
で シ ャ フ ト １ １ の 挿 入 が 不 可 能 に な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 不 具 合 を な く す た め 、 従 来 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ を 調 芯 お よ び 縮 径 さ せ る 治 工
具 を 使 用 す る こ と が あ る 。 図 ６ （ Ａ ） ～ 図 ６ （ Ｅ ） は 、 こ の よ う な 治 工 具 ２ ０ を 使 用 し た
シ ャ フ ト １ １ の 挿 入 例 を 示 す 。 同 図 に お い て 、 ２ １ は 固 定 式 等 速 自 在 継 手 、 ２ ２ は 外 輪 、
１ ３ は 内 輪 、 ２ ４ は ト ル ク 伝 達 用 ボ ー ル 、 ２ ５ は 保 持 器 、 １ １ は シ ャ フ ト 、 ２ ７ は 外 輪 案
内 溝 、 ２ ８ は 内 輪 案 内 溝 、 １ ４ は ス プ ラ イ ン 孔 で あ る 。 摺 動 式 等 速 自 在 継 手 に 対 し て も 丸
サ ー ク リ ッ プ で 抜 け 止 め さ れ る 場 合 は 同 様 の 治 工 具 ２ ０ を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 シ ャ フ ト １ １ の 端 部 外 周 に は 、 内 輪 １ ３ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ と 係 合 す る 軸 方 向 に 延 び た
ス プ ラ イ ン １ １ ａ を 形 成 し て あ る 。 シ ャ フ ト １ １ の 先 端 側 に 位 置 す る ス プ ラ イ ン １ １ ａ の
外 周 に は 、 内 輪 １ ３ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ と 嵌 合 し た 際 に サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 縮 径 し て 内 輪
１ ３ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ の 最 小 内 径 部 を 通 る こ と が で き る よ う に 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 縮
径 し て も 干 渉 し な い 深 さ と な る リ ン グ 状 の サ ー ク リ ッ プ 溝 １ ２ を 形 成 し て あ る 。 サ ー ク リ
ッ プ 溝 １ ２ の 位 置 は 、 シ ャ フ ト １ １ を 内 輪 １ ３ に 挿 入 し た 状 態 で ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ の 長 さ
の 範 囲 内 と な る 位 置 か 、 シ ャ フ ト １ １ の 先 端 で ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ が 終 了 す る 位 置 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 サ ー ク リ ッ プ 溝 １ ２ 内 に 断 面 円 形 の リ ン グ 状 の サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 嵌 入 さ れ る 。 サ ー ク
リ ッ プ １ ０ は リ ン グ 状 で あ る が 一 部 が 切 欠 さ れ て お り 、 サ ー ク リ ッ プ 溝 １ ２ の 内 面 へ 縮 径
し て 入 り 込 め る よ う に な っ て い る 。 サ ー ク リ ッ プ １ ０ は 自 然 径 に お い て シ ャ フ ト １ １ の ス
プ ラ イ ン １ １ ａ を 含 ん だ 外 径 よ り も 外 方 へ 一 部 が 飛 び 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 治 工 具 ２ ０ を 使 っ て 内 輪 １ ３ に シ ャ フ ト を 挿 入 す る に は 、 ま ず 、 治 工 具 ２ ０ を 内 輪 端 面
上 に セ ッ ト す る 。 治 工 具 ２ ０ は シ ャ フ ト １ １ を 挿 入 可 能 な テ ー パ 孔 ２ ０ ａ を 有 す る 。 こ の
テ ー パ 孔 ２ ０ ａ を 内 輪 １ ３ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に 整 合 さ せ る 。 こ の 状 態 で 図 ６ （ Ａ ） の よ
う に 矢 印 方 向 か ら シ ャ フ ト を 治 工 具 ２ ０ の テ ー パ 孔 ２ ０ ａ に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） は シ ャ フ ト １ １ の 先 端 が 治 工 具 ２ ０ を 通 過 し て 内 輪 １ ３ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ４
に 入 り 込 ん だ 状 態 を 示 す 。 サ ー ク リ ッ プ １ ０ が サ ー ク リ ッ プ 溝 １ ２ 内 で 半 径 方 向 に 偏 っ て
い た 場 合 、 治 工 具 ２ ０ の テ ー パ 孔 ２ ０ ａ に よ っ て サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 偏 心 が 矯 正 さ れ る と
と も に サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 縮 径 さ れ る 。 図 ６ （ Ｃ ） は サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 偏 心 が テ ー パ 孔
２ ０ ａ に よ っ て 矯 正 さ れ か つ 縮 径 さ れ て 内 輪 １ ３ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に 入 ろ う と し て い る
状 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ６ （ Ｄ ） は サ ー ク リ ッ プ １ ０ が ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ を 通 過 中 の 状 態 を 示 す 。 サ ー ク リ ッ
プ １ ０ は こ の と き 最 も 縮 径 し て い る 。 図 ６ （ Ｅ ） は サ ー ク リ ッ プ １ ０ が ス プ ラ イ ン 孔 １ ４
を 通 過 し て 拡 径 段 部 ３ ２ に 出 会 う こ と に よ り 拡 径 し て シ ャ フ ト １ １ が 抜 止 め さ れ た 状 態 を
示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 治 工 具 ２ ０ を 使 用 す る と サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 偏 心 し て い て も シ ャ フ ト １
１ を ス ム ー ズ に ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に 挿 入 可 能 で あ る 。 し か し 、 治 工 具 ２ ０ を 内 輪 ス プ ラ イ
ン 孔 １ ４ に 芯 出 し 状 態 で セ ッ テ ィ ン グ し な け れ ば な ら な い の で シ ャ フ ト １ １ の 組 み 付 け に
時 間 が か か る 。 治 工 具 ２ ０ な し で シ ャ フ ト １ １ を 内 輪 １ ３ に 挿 入 に は 、 特 許 文 献 ３ に 記 載
の よ う に サ ー ク リ ッ プ 組 付 用 突 起 を 有 す る 特 殊 な 内 輪 を 用 い る 必 要 が あ る 。 こ の サ ー ク リ
ッ プ 組 付 用 突 起 は 、 内 輪 に シ ャ フ ト を 自 動 組 み 付 け す る 際 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ を 内 輪 ス プ
ラ イ ン 孔 の 入 口 テ ー パ 面 で 自 動 調 芯 す る と と も に 自 動 縮 径 さ せ る 。 サ ー ク リ ッ プ 組 付 用 突
起 を 内 輪 に 形 成 す る 場 合 、 そ の よ う な 突 起 を 内 輪 に 加 工 す る た め の 加 工 時 間 を 要 し 、 内 輪
の 重 量 増 と コ ス ト ア ッ プ 要 因 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み 、 治 工 具 を 必 要 と せ ず か つ 内 輪 を 特 殊 加 工 す る こ と な く 、 サ ー
ク リ ッ プ を サ ー ク リ ッ プ 溝 内 で 偏 り な く 位 置 決 め で き る 等 速 自 在 継 手 の シ ャ フ ト 抜 け 防 止
構 造 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 等 速 自 在 継 手 の 内 輪 の 挿 入 孔 に 挿 入 し た
シ ャ フ ト を 弾 性 的 に 拡 縮 可 能 な サ ー ク リ ッ プ に よ り 抜 け 止 め す る シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 で
あ っ て 、 内 輪 挿 入 孔 の サ ー ク リ ッ プ 自 然 径 よ り 小 径 の 最 小 内 径 部 に 隣 接 形 成 し た 拡 径 段 部
と 、 サ ー ク リ ッ プ を 嵌 入 す る た め シ ャ フ ト に 形 成 し た 環 状 の サ ー ク リ ッ プ 溝 と 、 サ ー ク リ
ッ プ 溝 の 相 対 向 す る 一 対 の 内 側 面 の う ち の シ ャ フ ト 挿 入 側 の 内 側 面 に 形 成 さ れ て シ ャ フ ト
の 軸 線 と 垂 直 を 成 す 環 状 垂 直 平 面 で あ っ て サ ー ク リ ッ プ 自 然 径 の 外 径 よ り 小 径 の 環 状 垂 直
平 面 と 、 環 状 垂 直 平 面 と サ ー ク リ ッ プ 溝 の 底 部 と の 間 に あ っ て サ ー ク リ ッ プ の 半 径 方 向 の
偏 り を 規 制 す る 規 制 部 と を 有 し 、 シ ャ フ ト の サ ー ク リ ッ プ 溝 に 嵌 入 し た サ ー ク リ ッ プ を 弾
性 的 に 縮 径 さ せ た 状 態 で シ ャ フ ト を 内 輪 挿 入 孔 に 挿 入 す る と と も に 、 サ ー ク リ ッ プ が 内 輪
の 最 小 内 径 部 を 通 過 し て 内 輪 の 拡 径 段 部 で 拡 径 す る こ と に よ り シ ャ フ ト を 抜 け 止 め す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 サ ー ク リ ッ プ 溝 の 規 制 部 に よ り サ ー ク リ ッ プ の 偏 り が 阻 止 さ れ る た め 、 サ ー ク リ ッ プ 付
き シ ャ フ ト を 治 工 具 な し で 内 輪 挿 入 孔 に ス ム ー ズ に 挿 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 規 制 部 を 、 環 状 垂 直 平 面 か ら 立 ち 上
が っ た テ ー パ 面 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 サ ー ク リ ッ プ が サ ー ク リ ッ プ 溝 内 で 偏 る と サ ー ク リ ッ プ の 内 径 側 が テ ー パ 面 に 乗 り 上 げ
、 こ の テ ー パ 面 の 傾 斜 角 に よ っ て サ ー ク リ ッ プ の 偏 心 方 向 と は 逆 方 向 の 力 が サ ー ク リ ッ プ
に 作 用 す る 。 こ れ に よ り 、 サ ー ク リ ッ プ の 偏 り が 自 然 に 矯 正 さ れ 、 サ ー ク リ ッ プ 付 き シ ャ
フ ト を 治 工 具 な し で 内 輪 挿 入 孔 に ス ム ー ズ に 挿 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 規 制 部 を 、 環 状 垂 直 平 面 か ら 立 ち 上
が っ た 環 状 段 部 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 サ ー ク リ ッ プ が サ ー ク リ ッ プ 溝 内 で 偏 ろ う と す る と 、 サ ー ク リ ッ プ の 内 径 側 が 環 状 段 部
に 当 接 し て そ れ 以 上 は 偏 れ な い 。 こ れ に よ り サ ー ク リ ッ プ 付 き シ ャ フ ト を 治 工 具 な し で 内
輪 挿 入 孔 に ス ム ー ズ に 挿 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 シ ャ フ ト 中 心 線 に 対 す る テ ー パ 面 の 傾 斜
角 を α と し 、 拡 径 段 部 の 傾 斜 角 を β と し た と き 、 ０ ° ≦ （ β － α ） ≦ １ ９ ° に 設 定 す る こ
と に よ り シ ャ フ ト を 引 き 抜 き 不 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 シ ャ フ ト に 対 し て シ ャ フ ト 引 き 抜 き 方 向 の 力 が 作 用 し た 時 、 テ ー パ 面 の 傾 斜 角 α が 大 き
い ほ ど サ ー ク リ ッ プ を 拡 径 す る 分 力 が 大 き く な る 。 こ の 反 対 に 拡 径 段 部 の 傾 斜 角 β が 大 き
い ほ ど サ ー ク リ ッ プ を 縮 径 す る 分 力 が 大 き く な る 。 シ ャ フ ト を 引 き 抜 き 不 能 に す る に は 縮
径 方 向 の 分 力 を 所 定 値 よ り も 小 さ く す れ ば よ い 。 換 言 す る と 、 （ β － α ） の 大 き さ を 所 定
角 度 よ り も 小 さ く す れ ば よ い 。 通 常 の サ ー ク リ ッ プ を 使 用 し た 場 合 、 サ ー ク リ ッ プ の 摩 擦
係 数 と の 関 係 で こ の （ β － α ） の 大 き さ が １ ９ ° 以 下 の 場 合 に シ ャ フ ト を 引 き 抜 き 不 能 に
な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 シ ャ フ ト 中 心 線 に 対 す る テ ー パ 面 の 傾 斜
角 を α と し 、 拡 径 段 部 の 傾 斜 角 を β と し た と き 、 １ ９ ° ＜ （ β － α ） に 設 定 す る こ と に よ
り 、 シ ャ フ ト に 所 定 値 以 上 の 引 抜 力 を 付 与 し て シ ャ フ ト を 引 き 抜 き 可 能 に し た こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 シ ャ フ ト を 引 き 抜 き 可 能 に す る に は 縮 径 方 向 の 分 力 を 所 定 値 よ り も 大 き く す れ ば よ い 。
換 言 す る と 、 （ β － α ） の 大 き さ を 所 定 角 度 よ り も 大 き く す れ ば よ い 。 通 常 の サ ー ク リ ッ
プ を 使 用 し た 場 合 、 サ ー ク リ ッ プ の 摩 擦 係 数 と の 関 係 で こ の （ β － α ） の 大 き さ が １ ９ °
超 の 場 合 に サ ー ク リ ッ プ を 剪 断 す る こ と な く シ ャ フ ト を 引 き 抜 き 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 サ ー ク リ ッ プ が 内 輪 の 拡 径 段 部 で 拡 径 し
た 状 態 で シ ャ フ ト の 環 状 垂 直 平 面 に 当 接 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ は 、 シ ャ フ ト に 引 き 抜 き 方 向 の 力 が 作 用 し た 時 に サ ー ク リ ッ プ に 拡 径 方 向 の 分 力 を
作 用 さ せ な い 仕 様 と す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 等 速 自 在 継 手 の 内 輪 の 挿 入 孔 に 挿 入 し た シ ャ フ ト を 弾 性 的 に 拡 縮 可
能 な サ ー ク リ ッ プ に よ り 抜 け 止 め す る シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 で あ っ て 、 内 輪 挿 入 孔 の サ ー
ク リ ッ プ 自 然 径 よ り 小 径 の 最 小 内 径 部 に 隣 接 形 成 し た 拡 径 段 部 と 、 サ ー ク リ ッ プ を 嵌 入 す
る た め シ ャ フ ト に 形 成 し た 環 状 の サ ー ク リ ッ プ 溝 と 、 サ ー ク リ ッ プ 溝 の 相 対 向 す る 一 対 の
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内 側 面 の う ち の シ ャ フ ト 先 端 側 の 内 側 面 に 形 成 さ れ て シ ャ フ ト の 軸 線 と 垂 直 を 成 す 環 状 垂
直 平 面 で あ っ て サ ー ク リ ッ プ 自 然 径 の 外 径 よ り 小 径 の 環 状 垂 直 平 面 と 、 環 状 垂 直 平 面 と サ
ー ク リ ッ プ 溝 の 底 部 と の 間 に あ っ て サ ー ク リ ッ プ の 半 径 方 向 の 偏 り を 規 制 す る 規 制 部 と を
有 し 、 シ ャ フ ト の サ ー ク リ ッ プ 溝 に 嵌 入 し た サ ー ク リ ッ プ を 弾 性 的 に 縮 径 さ せ た 状 態 で シ
ャ フ ト を 内 輪 挿 入 孔 に 挿 入 す る と と も に 、 サ ー ク リ ッ プ が 内 輪 の 最 小 内 径 部 を 通 過 し て 内
輪 の 拡 径 段 部 で 拡 径 す る こ と に よ り シ ャ フ ト を 抜 け 止 め す る こ と を 特 徴 と す る シ ャ フ ト 抜
け 防 止 構 造 に お い て 、 サ ー ク リ ッ プ 溝 に サ ー ク リ ッ プ を 嵌 入 し た シ ャ フ ト を 挿 入 側 端 部 を
下 端 に し て 垂 直 に し た 状 態 で 内 輪 の 挿 入 孔 に 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ ャ フ ト を 垂 直 状 態 に す る こ と で 、 サ ー ク リ ッ プ 溝 内 の サ ー ク リ ッ プ に 規 制 部 に よ る 偏
り 矯 正 作 用 が 均 等 に 作 用 す る 。 こ れ に よ り 、 サ ー ク リ ッ プ 付 き シ ャ フ ト を 治 工 具 な し で 内
輪 挿 入 孔 に ス ム ー ズ に 挿 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 に よ れ ば 、 サ ー ク リ ッ プ 溝 に サ ー ク リ ッ プ の 半 径 方 向 の
偏 り を 規 制 す る 規 制 部 を 形 成 し た か ら 、 治 工 具 な し で 、 か つ 、 内 輪 の 突 起 部 な し で 、 内 輪
と シ ャ フ ト と の 組 付 け が 行 え 、 組 立 て 設 備 の 簡 略 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 は 、 シ ャ フ ト １ １ の サ ー ク
リ ッ プ 溝 ３ ０ の 形 状 が 従 来 と 異 な る 。 図 ２ （ Ａ ） に 拡 大 示 す る よ う に 、 サ ー ク リ ッ プ 溝 ３
０ の 一 対 の 内 側 面 の う ち 、 シ ャ フ ト 先 端 側 （ 図 ２ で は 下 側 ） の 内 側 面 に 、 フ ラ ッ ト 面 ３ ０
ａ と 、 角 度 ε ° の テ ー パ 面 ３ ０ ｂ が 形 成 さ れ る 。 フ ラ ッ ト 面 ３ ０ ａ は シ ャ フ ト １ １ の 軸 線
に 対 し て 垂 直 を な す 環 状 垂 直 平 面 で あ る 。 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ の 幅 寸 法 Ｈ は 、 サ ー ク リ ッ
プ 溝 ３ ０ 内 に 嵌 入 し た サ ー ク リ ッ プ １ ０ を 自 然 径 状 態 の 全 周 で 支 障 可 能 な 寸 法 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 サ ー ク リ ッ プ １ ０ は リ ン グ 状 で あ る が 一 部 が 切 欠 さ れ て お り 、 サ ー ク リ ッ プ 溝 ３ ０ の 底
部 ３ ０ ｃ へ 弾 性 的 に 縮 径 し て 入 り 込 め る よ う に な っ て い る 。 シ ャ フ ト １ １ の 先 端 側 に は 従
来 と 同 様 に ス プ ラ イ ン １ １ ａ が 形 成 さ れ る 。 サ ー ク リ ッ プ １ ０ は 自 然 径 に お い て シ ャ フ ト
１ １ の ス プ ラ イ ン １ １ ａ を 含 ん だ 外 径 よ り も 外 方 へ 一 部 が 飛 び 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ は ス プ ラ イ ン １ １ ａ を 横 断 す る 形 で 形 成 さ れ る 。 サ ー ク リ ッ プ 溝 ３
０ の 底 部 ３ ０ ｃ は 従 来 同 様 に サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 外 径 に 対 応 し て Ｕ 字 状 な い し 円 弧 状 に 窪
む 。 底 部 ３ ０ ｃ の 深 さ は 、 図 ２ （ Ｂ ） の よ う に 、 シ ャ フ ト 挿 入 時 の サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 縮
径 を 十 分 許 容 す る 深 さ で あ る 。 こ の 底 部 ３ ０ ｃ と 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ と の 間 が 前 記 テ ー パ
面 ３ ０ ｂ で 接 続 さ れ る 。 図 示 例 で は テ ー パ 面 ３ ０ ｂ の 角 度 ε ° は ３ ０ ° で あ る 。 サ ー ク リ
ッ プ 溝 ３ ０ の シ ャ フ ト 中 央 部 側 （ 図 ２ で は 上 側 ） の 内 側 面 は 、 シ ャ フ ト １ １ の 軸 線 に 対 し
て 垂 直 を な す 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ｄ で あ る 。 こ の 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ｄ は ス プ ラ イ ン １ １ ａ か
ら サ ー ク リ ッ プ 溝 ３ ０ の 底 部 ３ ０ ｃ ま で 延 在 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ の 終 端 に 隣 接 し て 、 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ よ り 大 径 の 拡 径 段 部 ３ ２ が 内 輪
１ ３ の 端 面 ま で 連 続 し て 形 成 さ れ る 。 こ の 拡 径 段 部 ３ ２ は サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 自 然 径 外 径
と 同 程 度 か そ れ よ り も や や 小 径 で 形 成 さ れ る 。 サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 拡 径 段 部 ３ ２ で 弾 性 的
に 拡 径 し た 状 態 で ガ タ つ き が な い よ う に す る と よ い 。 拡 径 段 部 ３ ２ か ら 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔
１ ４ の 内 端 に 至 る 間 が 角 度 β の テ ー パ 面 ３ ３ と さ れ る 。 図 示 例 で は テ ー パ 面 ３ ３ の 角 度 β
は ２ ５ ° で あ る 。 こ の テ ー パ 面 ３ ３ は シ ャ フ ト １ １ に 引 き 抜 き 力 が 作 用 し た 時 に サ ー ク リ
ッ プ １ ０ を 縮 径 さ せ る 分 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 一 実 施 形 態 の シ ャ フ ト 抜 け 防 止 構 造 は 以 上 の 通 り で あ る 。 シ ャ フ ト １ １ は 垂 直 状 態 に
し て 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に 挿 入 さ れ る 。 シ ャ フ ト １ １ が 垂 直 状 態 の 時 、 サ ー ク リ ッ プ 溝
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３ ０ に 嵌 入 さ れ た サ ー ク リ ッ プ １ １ は 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ に 載 置 さ れ る 。 サ ー ク リ ッ プ １
０ の 全 周 が 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ に 支 承 さ れ る 。 内 輪 １ ３ に 対 す る シ ャ フ ト １ １ 組 付 時 の 振
動 等 に よ っ て サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 不 測 に 半 径 方 向 に 偏 る と 、 偏 り 方 向 と は 反 対 側 の サ ー ク
リ ッ プ １ ０ の 内 径 側 下 面 が テ ー パ 面 ３ ０ ｂ に 乗 り 上 げ る 。 こ の テ ー パ 面 ３ ０ ｂ 乗 り 上 げ の
反 作 用 と し て 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ に そ の 自 重 に よ る 分 力 と し て 偏 り 方 向 と は 反 対 側 の 力 が
作 用 し 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ は 自 然 に 元 の 位 置 に 戻 さ れ る 。 こ の 戻 さ れ た 位 置 の サ ー ク リ ッ
プ １ ０ 外 径 が 、 図 １ の よ う に 、 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に 向 け て 垂 線 Ｖ を 下 ろ し た 場 合 、 ス
プ ラ イ ン 孔 １ ４ の 縁 部 に 形 成 し た チ ャ ン フ ァ Ｃ に か か る よ う に す る 。 垂 線 Ｖ の 位 置 は 、 望
ま し く は チ ャ ン フ ァ Ｃ の 幅 方 向 中 央 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 は サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 重 力 の 作 用 で 自 動 的 に 調 芯 す な わ ち シ ャ フ ト
１ １ に 対 し て 芯 出 し さ れ る 。 従 っ て 、 サ ー ク リ ッ プ 付 き シ ャ フ ト １ １ の サ ー ク リ ッ プ １ ０
を 特 に 調 芯 又 は 縮 径 す る こ と な く 、 シ ャ フ ト １ １ を 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に 芯 合 わ せ し て
垂 直 に 挿 入 す る だ け で よ い か ら 、 治 工 具 な し で シ ャ フ ト １ １ を ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に ス ム ー
ズ に 挿 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 シ ャ フ ト １ １ を 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に い っ た ん 挿 入 す る と 、 図 ２ （ Ｃ ） の よ う に サ ー
ク リ ッ プ １ ０ が 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ と 内 輪 テ ー パ 面 ３ ３ と の 間 に 保 持 さ れ 、 従 来 と 同 様 に
テ ー パ 面 ３ ３ の 大 小 に よ り シ ャ フ ト １ １ の 引 き 抜 き 可 否 仕 様 を 自 在 に 設 定 で き る 。 シ ャ フ
ト １ １ の 引 き 抜 き 可 能 仕 様 で は テ ー パ 面 ３ ３ の 角 度 β を 大 き く 設 定 す る 。 シ ャ フ ト １ １ の
引 き 抜 き 不 能 仕 様 で は テ ー パ 面 ３ ３ を 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ と 同 様 に 軸 直 角 面 と す る 。 通 常
は シ ャ フ ト １ １ の ガ タ つ き 防 止 の た め シ ャ フ ト １ １ の 引 き 抜 き 不 能 仕 様 で も テ ー パ 面 ３ ３
を あ る 程 度 傾 け る 。 こ れ に よ り 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 弾 性 的 拡 径 力 を テ ー パ 面 ３ ３ に 作 用
さ せ 、 そ の 分 力 と し て シ ャ フ ト １ １ を ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に 引 き 込 む 。 シ ャ フ ト １ １ の 挿 入
方 向 と は 反 対 側 に 形 成 し た 突 き 当 て 部 が 前 記 引 き 込 み 力 に よ っ て 内 輪 １ ３ の 端 面 に 圧 着 す
る 仕 組 み で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 を 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に 基 づ き 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 は
シ ャ フ ト １ １ の サ ー ク リ ッ プ 溝 ３ ０ に テ ー パ 面 を 形 成 し な い 。 テ ー パ 面 に 代 え て 環 状 段 部
３ ０ ｅ を 形 成 す る 。 サ ー ク リ ッ プ 溝 ３ ０ の 底 部 ３ ０ ｃ と 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｄ は 図
１ 及 び 図 ２ と 同 形 状 で よ い 。 環 状 段 部 ３ ０ ｅ は 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ か ら 直 角 状 に 立 ち 上 が
り 、 直 角 の 角 部 か ら 溝 底 部 ３ ０ ｃ に か け て 半 径 方 向 に 連 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 場 合 、 図 １ 及 び 図 ２ の よ う な 自 動 調 芯 作 用 は な い が 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０
を い っ た ん 環 状 段 部 ３ ０ ｅ の 外 側 の 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ に セ ッ テ ィ ン グ す る こ と に よ っ て
サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 半 径 方 向 の 偏 り が 規 制 さ れ る 。 す な わ ち 、 サ ー ク リ ッ プ １ ０ が 不 測 に
半 径 方 向 に 偏 る と 、 偏 り 方 向 と は 反 対 側 の サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 内 径 側 が 環 状 段 部 ３ ０ ｅ に
当 接 す る 。 サ ー ク リ ッ プ １ ０ は そ れ 以 上 偏 る こ と が で き な い 。 サ ー ク リ ッ プ １ ０ の 最 大 偏
り 量 を 許 容 範 囲 内 に 収 め る こ と に よ り 、 前 記 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に 治 工 具 な し で シ ャ フ ト
１ １ を 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に ス ム ー ズ に 挿 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 シ ャ フ ト １ １ を 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 １ ４ に い っ た ん 挿 入 す る と 、 図 ３ （ Ｃ ） の よ う に サ ー
ク リ ッ プ １ ０ が 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ と 内 輪 テ ー パ 面 ３ ３ と の 間 に 保 持 さ れ 、 従 来 と 同 様 に
テ ー パ 面 ３ ３ の 大 小 に よ り シ ャ フ ト １ １ の 引 き 抜 き 可 否 仕 様 を 自 在 に 設 定 で き る 。 シ ャ フ
ト １ １ の 引 き 抜 き 可 能 仕 様 で は テ ー パ 面 ３ ３ の 角 度 β を 大 き く 設 定 す る 。 シ ャ フ ト １ １ の
引 き 抜 き 不 能 仕 様 で は テ ー パ 面 ３ ３ を 軸 直 角 面 に 近 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 三 実 施 形 態 を 図 ４ に 基 づ き 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 は 図 １ 及 び 図 ２ の
第 一 実 施 形 態 に お い て 、 環 状 垂 直 平 面 ３ ０ ａ と テ ー パ 面 ３ ０ ｂ と の 間 に 副 テ ー パ 面 ３ ０ ｆ
を 形 成 す る 。 こ の 副 テ ー パ 面 ３ ０ ｆ は 内 輪 １ ３ の 拡 径 段 部 ３ ２ の テ ー パ 面 ３ ３ と の 協 働 作
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用 で シ ャ フ ト １ １ の 引 き 抜 き 可 否 仕 様 を 決 め る た め の も の で あ る 。 す な わ ち 、 シ ャ フ ト １
１ の 引 き 抜 き 可 否 は テ ー パ 面 ３ ３ の 角 度 β と 副 テ ー パ 面 ３ ０ ｆ の 角 度 α の 角 度 差 に 依 存 す
る 。 角 度 α 、 β を 次 の よ う に 設 定 す る こ と に よ り シ ャ フ ト １ １ の 引 き 抜 き 可 否 仕 様 を 決 め
る こ と が で き る 。 ０ ° ≦ （ β － α ） ≦ １ ９ ° に 設 定 す る こ と に よ り シ ャ フ ト １ １ を 引 き 抜
き 不 能 仕 様 と し 、 １ ９ ° ＜ （ β － α ） に 設 定 す る こ と に よ り シ ャ フ ト １ １ に 所 定 値 以 上 の
引 抜 力 を 付 与 し た 場 合 に シ ャ フ ト １ １ を 引 き 抜 き 可 能 な 仕 様 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 第 三 実 施 形 態 は 、 内 輪 と シ ャ フ ト の 引 き 抜 き 可 否 は 、 自 動 車 メ ー カ で 考 え 方 が 異 な
り 、 引 き 抜 き 可 能 と す る 場 合 と 、 引 き 抜 き 不 可 能 と す る 場 合 が あ り 、 従 来 は 、 そ の ど ち ら
に も 対 応 す る た め に 、 内 輪 に て 対 応 し て き た 。 す な わ ち 、 同 じ 形 状 の 内 輪 で 、 テ ー パ 面 の
角 度 を 抜 け る 角 度 に し た も の と 、 抜 け な い 角 度 に し た も の の 二 種 類 が 存 在 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 内 輪 は ジ ョ イ ン ト 部 品 と し て は 共 通 部 品 で あ る が 、 テ ー パ 面 の 角 度 変 更 に よ り 品 種 の 増
加 を 招 い て い た 。 そ れ に 対 し て 、 シ ャ フ ト は 車 種 ご と に 長 さ や 形 状 が 異 な る た め 、 多 品 種
に 及 ぶ 。 従 っ て 、 自 動 車 メ ー カ ご と に 違 う 引 き 抜 き 可 否 仕 様 は 、 共 通 部 品 で あ る 内 輪 で 対
応 す る よ り 、 車 種 ご と に 異 な る シ ャ フ ト で 対 応 し た 方 が 、 品 種 増 加 を 抑 え る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 に よ り 、 こ の 第 三 実 施 形 態 の よ う に 、 内 輪 の テ ー パ 面 の 角 度 は 変 更 せ ず に 、 シ ャ フ
ト の 副 テ ー パ 面 の 角 度 を 変 更 す る こ と で 、 自 動 車 メ ー カ の 要 求 に 合 わ せ て 、 内 輪 と シ ャ フ
ト の 引 き 抜 き 可 否 仕 様 の 選 定 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な
く 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 前 記 実 施 形 態 は 固 定 式 等 速 自 在 継 手 の 内 輪 に 対 す る シ
ャ フ ト の 抜 け 防 止 構 造 と し て 説 明 し た が 、 摺 動 式 等 速 自 在 継 手 な ど 各 種 等 速 自 在 継 手 の 内
輪 に 対 す る シ ャ フ ト の 抜 け 防 止 構 造 と し て も 同 様 に 適 用 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。 さ
ら に 、 サ ー ク リ ッ プ の 半 径 方 向 の 偏 り を 規 制 す る た め サ ー ク リ ッ プ 溝 に 形 成 し た 規 制 部 は
、 前 述 の よ う に 周 方 向 に 連 続 し た テ ー パ 面 や 環 状 段 部 の 他 、 周 方 向 に 等 配 形 成 し た 複 数 の
テ ー パ 面 な い し 環 状 段 部 で 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 サ ー ク リ ッ プ は 円 形 断 面 を
例 示 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。 サ ー ク リ ッ プ を 矩 形 断 面 に し た 場 合 も 本 発 明
の 範 囲 内 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 を 示 す 内 輪 と シ ャ フ ト の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 シ ャ フ ト を 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 に 挿 入 す る 過 程 を 示 す も の で 、 （ Ａ ） は 挿 入 前 の シ
ャ フ ト の 側 面 図 、 （ Ｂ ） は 挿 入 中 の シ ャ フ ト の 側 面 図 、 （ Ｃ ） は 挿 入 完 了 時 の シ ャ フ ト の
側 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 （ Ａ ） は 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 挿 入 前 の シ
ャ フ ト の 側 面 図 、 （ Ｂ ） は 挿 入 中 の シ ャ フ ト の 側 面 図 、 （ Ｃ ） は 挿 入 完 了 時 の シ ャ フ ト の
側 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 （ Ａ ） は 内 輪 ス プ ラ イ ン 孔 挿 入 前 の シ
ャ フ ト の 側 面 図 、 （ Ｂ ） は 挿 入 完 了 時 の シ ャ フ ト の 側 面 図 、 （ Ｃ ） は シ ャ フ ト 引 き 抜 き 時
の シ ャ フ ト の 側 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の シ ャ フ ト 挿 入 時 の 不 具 合 を 示 す 内 輪 と シ ャ フ ト の 側 面 図 。
【 図 ６ Ａ 】 治 工 具 を 使 用 し た 従 来 の シ ャ フ ト の 挿 入 過 程 を 示 す 内 輪 と シ ャ フ ト の 側 面 図 。
【 図 ６ Ｂ 】 治 工 具 を 使 用 し た 従 来 の シ ャ フ ト の 挿 入 過 程 を 示 す 内 輪 と シ ャ フ ト の 側 面 図 。
【 図 ６ Ｃ 】 治 工 具 を 使 用 し た 従 来 の シ ャ フ ト の 挿 入 過 程 を 示 す 内 輪 と シ ャ フ ト の 側 面 図 。
【 図 ６ Ｄ 】 治 工 具 を 使 用 し た 従 来 の シ ャ フ ト の 挿 入 過 程 を 示 す 内 輪 と シ ャ フ ト の 側 面 図 。
【 図 ６ Ｅ 】 治 工 具 を 使 用 し た 従 来 の シ ャ フ ト の 挿 入 過 程 を 示 す 内 輪 と シ ャ フ ト の 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ０      サ ー ク リ ッ プ
１ １      シ ャ フ ト
１ １ ａ    ス プ ラ イ ン
１ ２      サ ー ク リ ッ プ 溝
１ ３      内 輪
１ ４      ス プ ラ イ ン 孔
２ ０      治 工 具
２ ０ ａ    テ ー パ 孔
３ ０      サ ー ク リ ッ プ 溝
３ ０ ａ    環 状 垂 直 平 面
３ ０ ｂ    テ ー パ 面
３ ０ ｃ    底 部
３ ０ ｄ    環 状 垂 直 平 面
３ ０ ｅ    環 状 段 部
３ ０ ｆ    副 テ ー パ 面
３ ２      拡 径 段 部
３ ３      テ ー パ 面
Ｃ        チ ャ ン フ ァ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ６ Ｃ 】

【 図 ６ Ｄ 】

【 図 ６ Ｅ 】

(11) JP 2007-270904 A 2007.10.18



フロントページの続き

(72)発明者  小林　正純
            静岡県磐田市東貝塚１５７８番地　ＮＴＮ株式会社内

(12) JP 2007-270904 A 2007.10.18


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

